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平
成
26
年
度
施
政
方
針

　

初
め
に
、
市
政
運
営
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
で
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
市
長
就
任
、
三
期
目
の
任
期
の
最
終
年
度
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

今
ま
で
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
22
年
度
決
算
に
お
い
て
、

10
年
ぶ
り
に
一
般
会
計
実
質
収
支
は
黒
字
へ
と
転
換
し
、
以
降
、
３
年
連
続
し
て
黒
字

決
算
が
続
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
新
年
度
に
お
い
て
も
、
大
和
高
田
市
を
元
気
に
し

た
い
と
の
強
い
思
い
の
も
と
、「
自
立
す
る
ま
ち
づ
く
り
」「
心
豊
か
な　

市
民
・
教
育
・

福
祉
」「
元
気
と
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」「
安
心
・
安
全
の
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
政
策
目
標
と
し
、「
高
田
の
夢
」
を
か
た
ち
に
す
る
こ
と
で
、
活
力
と
魅
力
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
よ
り
自
立
し
た
自
治
体
と
し
て
、
豊
か
な
地
域

社
会
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
持
続
可
能
な

財
政
基
盤
の
確
立
を
図
り
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
、
各
行
政
分
野
に
お
け
る
施
策
を
推

進
し
、「
元
気
な
高
田
」・「
誇
れ
る
高
田
」
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
年
度
よ
り
消
費
税
率
が
８
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
水
道
料
金
等

の
改
訂
を
お
願
い
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
市
民
生
活
へ
の
影
響
を
勘
案
し
、
サ

イ
ク
ル
ポ
ー
ト
、
き
ぼ
う
号
等
の
料
金
、
並
び
に
ゴ
ミ
袋
の
価
格
に
つ
い
て
は
、
据
え

置
き
と
し
て
い
ま
す
。

　

以
下
、新
年
度
の
主
な
施
策
を
、４
つ
の
政
策
目
標
に
沿
っ
て
、順
次
、説
明
し
ま
す
。

　
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」・「
財
政
健
全
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
そ
し
て
、
平
成
25
年
度
よ

り
「
中
期
財
政
適
正
化
フ
レ
ー
ム
」
へ
と
、
切
れ
目
な
く
移
行
し
、
行
財
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
、
財
政
基
盤
の
確
立
を
図
り
、「
中
期
財
政
適
正
化

フ
レ
ー
ム
」
に
お
い
て
、
将
来
、
必
要
と
な
る
事
業
、
施
策
な
ど
を
含
め
た
、
５
年

先
の
市
財
政
状
況
を
見
据
え
、
持
続
可
能
な
自
立
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

次
に
、
市
税
収
入
へ
の
取
組
で
す
。
市
税
徴
収
率
の
向
上
を
め
ざ
し
、
国
民
健

康
保
険
税
の
徴
収
部
門
を
、
保
険
医
療
課
か
ら
収
納
対
策
室
に
移
管
し
ま
す
。
互

い
に
連
携
、
対
応
で
き
る
体
制
と
な
り
、
よ
り
効
率
的
、
効
果
的
な
納
税
相
談
や
、

税
収
入
の
確
保
を
行
い
、
徴
収
率
の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
更

に
、
本
市
と
香
芝
市
の
共
同
体
制
に
よ
る
滞
納
者
へ
の
納
税
促
進
、
並
び
に
、
徴

収
専
門
嘱
託
員
の
配
置
を
週
４
日
か
ら
週
５
日
に
拡
大
し
、
滞
納
整
理
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

　

市
民
か
ら
の
消
費
生
活
等
に
関
す
る
相
談
窓
口
で
あ
る
「
大
和
高
田
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
は
、
現
行
の
週
４
日
の
相
談
日
を
、
月
曜
か
ら
金
曜
ま

で
の
週
５
日
と
し
、
相
談
体
制
の
更
な
る
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

国
際
交
流
へ
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
新
年
度
、
３
小
学
校
、
並
び
に
高
田
商
業

高
校
と
、
リ
ズ
モ
ー
市
の
学
校
と
の
間
で
姉
妹
校
の
締
結
を
行
い
、
若
い
世
代
間

の
交
流
、
相
互
理
解
を
進
め
ま
す
。

　

職
員
の
育
成
な
ど
に
つ
い
て
で
す
。
職
員
の
能
力
と
や
る
気
を
高
め
る
た
め
、

人
事
評
価
制
度
を
進
め
ま
す
。
新
年
度
、
職
員
に
対
し
、
新
た
な
人
事
評
価
制
度

の
周
知
や
研
修
な
ど
を
行
い
、
管
理
職
か
ら
制
度
の
試
行
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の

結
果
な
ど
を
検
証
し
、
平
成
27
年
度
か
ら
、
全
職
員
へ
の
人
事
評
価
制
度
の
実
施

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
役
所
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
築
50
年
を
経
過
し
、
老
朽
化
、
耐
震
性
な

ど
の
課
題
が
あ
る
こ
と
や
、
緊
急
時
に
は
、
災
害
対
策
本
部
や
、
市
民
の
避
難
場

所
と
し
て
の
機
能
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
年
度
は
、
庁
舎
の
建
て
替
え
に
つ

い
て
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

自
立
す
る
ま
ち
づ
く
り

大
和
高
田
市
を
元
気
に
し
た
い

大
和
高
田
市
長
　
　
吉
田 

誠
克
　

※
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。

全文は、大和高田市ホームページにあります。（市ホームページ　ホーム＞大和高田って？＞市長の部屋）
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平成 26 年度施政方針

▲図書館

　

急
速
に
社
会
環
境
が
変
化
す
る
な
か
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。
子
育
て
支
援
員
、
相
談
員
に
よ
る
、
児
童
虐
待
の
早
期
発
見
や
、

育
児
相
談
、
子
育
て
情
報
の
提
供
な
ど
の
支
援
に
努
め
ま
す
。
更
に
、
臨
床
心
理

士
を
配
置
し
た
、
発
達
相
談
事
業
の
開
催
を
月
４
回
へ
拡
大
、
並
び
に
、
０
歳
児

か
ら
の
乳
幼
児
養
育
支
援
訪
問
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

こ
ど
も
園
・
保
育
所
に
お
い
て
、
延
長
保
育
や
、
一
時
預
か
り
事
業
、
家
庭
支

援
推
進
事
業
、
障
害
児
保
育
事
業
な
ど
、
子
育
て
支
援
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
国

の
法
律
に
基
づ
き
、
保
育
所
・
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
に
お
い
て
、
今
後
必
要
と
さ

れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
、
量
を
勘
案
し
た
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
の

策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

保
育
施
設
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
ｓ
値
0.3
未
満
の
保
育
所
の
耐
震
補
強

工
事
は
完
了
し
、
新
年
度
は
、
Ｉ
ｓ
値
０
・
36
の
高
田
西
保
育
所
の
耐
震
補
強
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

　

更
に
、
園
児
へ
の
緊
急
時
の
備
え
と
し
て
、
新
年
度
、
各
保
育
所
、
各
幼
稚
園

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
ま
す
。

　

次
に
、
教
育
、
文
化
に
つ
い
て
で
す
。

「
確
か
な
学
力
」「
豊
か
な
人
間
性
」「
た
く
ま
し
い
心
身
」
の
育
成
を
教
育
目
標

と
し
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
新
年
度
に
お
い
て
は
、
小
・

中
学
校
・
幼
稚
園
の
各
校
に
、
市
単
独
事
業
で
、
学
校
教
育
活
動
補
助
員
等
を
配

置
し
、
特
別
支
援
学
級
な
ど
の
支
援
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
講
師
を
充
実

し
、
小
学
校
か
ら
、
高
校
ま
で
の
英
語
教
育
の
更
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
３
中
学
校
、
５
小
学
校

か
ら
、
新
年
度
、
８
小
学
校
へ
と
拡
大
し
、
生
徒
の
登
下
校
時
の
見
守
り
活
動
や
、

図
書
の
読
み
聞
か
せ
、
学
校
の
美
化
活
動
な
ど
、
学
校
支
援
活
動
の
幅
を
広
め
ま

す
。
ま
た
、
不
登
校
な
ど
学
校
不
適
応
の
児
童
生
徒
に
つ
い
て
は
、
適
応
指
導
教

室
「
か
た
ら
い
教
室
」
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
新
年
度
は
、
専
任
教
員
や
、
臨
床
心
理
士
を
配
置
し
、
相
談
体
制
の
更
な

る
充
実
を
図
り
ま
す
。
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、「
中
学
校
給
食
検
討
委
員
会
」

心
豊
か
な
　
市
民
・
教
育
・
福
祉

で
協
議
さ
れ
た
課
題
や
、学
校
施
設
の
耐
震
化
工
事
の
進
捗
状
況
な
ど
も
踏
ま
え
、

更
に
検
討
し
ま
す
。
教
育
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度
で
は
、
Ｉ

ｓ
値
0.3
以
上
か
ら
０
・
45
未
満
の
小
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。
新
年
度
は
、
中
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
Ｉ
ｓ

値
０
・
45
以
上
の
小
、
中
学
校
の
補
強
計
画
、
実
施
設
計
を
行
い
、
教
育
施
設
の

安
全
確
保
を
進
め
ま
す
。

　

次
に
、
市
立
高
田
商
業
高
等
学
校
に
つ
い
て
で
す
。
社
会
に
通
用
す
る
人
材
の

育
成
、
確
か
な
学
力
の
育
成
を
目
標
に
、
更
に
、
進
学
や
就
職
に
対
応
で
き
る
教

育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
新
年
度
は
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改

修
工
事
、
野
球
場
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
設
置
工
事
を
実
施
し
、
よ
り
よ
い
環
境
整
備

に
努
め
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
更
な
る
利
便
性

の
向
上
を
め
ざ
し
、
平
成
27
年
度
よ
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
蔵
書
を
検
索
、
予
約

で
き
る
制
度
の
開
始
を
予
定
し
、
新
年
度

は
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
体
育
館
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

や
、
市
民
体
育
大
会
、
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大

会
な
ど
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
民
文
化
の
振
興
と
し
て
、
文
化
財
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
実
施
な
ど
、
観

光
資
源
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
本
市
の
歴
史

や
文
化
の
再
発
見
、
情
報
発
信
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

な
お
、
全
て
の
市
民
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
め
ざ
し
、
人
権
教
育
の
推

進
や
、
市
民
集
会
の
開
催
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
男
女
共
同
参
画
へ
の
積

極
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
た
、
事
業
所
等
へ
の
顕
彰
制
度
を
実
施
し
ま
す
。

　

次
に
、
保
健
、
福
祉
、
医
療
に
つ
い
て
で
す
。

　

新
年
度
、
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
計
画
、
認
知
症
施
策

推
進
５
か
年
計
画
を
含
む
、平
成
27
年
度
か
ら
の
「
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
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の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。
な
お
、
計
画
策
定
に
際
し
、
高
齢
者
に
日
常
生
活
な

ど
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
介
護
保
険
事
業
、
並
び
に
保
健
予
防
事

業
へ
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、計
画
に
反
映
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
推
進
し
、
医
療
機
関
や
、
地
域
と
の
連
携
を

め
ざ
し
た
、
よ
り
密
度
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

保
健
事
業
に
お
い
て
は
、
各
種
検
診
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
乳
が
ん
、
子
宮

が
ん
、
大
腸
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
該
当
年
齢
に
交
付
し
、
健
康
管
理

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
児
童
、
生
徒
へ
の
入
院
医
療
費
助
成
制
度
を
、
新
年
度
、

現
行
の
小
学
生
か
ら
、
中
学
生
へ
と
拡
大
し
、
子
育
て
家
庭
の
支
援
を
図
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
事
業
や
、
特
定
健
診

な
ど
を
、
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
市
町
村
国
保
に
つ
い
て
は
、
平
成
29

年
度
を
目
途
に
、
都
道
府
県
が
国
保
運
営
を
行
う
も
の
と
さ
れ
、
今
後
も
そ
の
動

向
を
注
視
し
、
安
定
し
た
制
度
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、
県
広
域
連
合
と
連
携
し
、
適
切
な
運
営

に
努
め
ま
す
。

　

福
祉
事
業
に
つ
い
て
は
、高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
が
生
き
が
い
を
も
っ
て
、

住
み
な
れ
た
地
域
で
す
ご
せ
る
よ
う
、
事
業
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
障
が
い
の
あ

る
人
へ
の
介
護
支
援
や
、
訓
練
支
援
、
並
び
に
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
に
対
し
、

集
団
生
活
に
適
応
す
る
た
め
の
支
援
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
近
年
増
加
し
て
い

る
、
が
ん
患
者
へ
の
が
ん
放
射
線
治
療
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
市
立
病
院
で
は
、
が
ん
放
射

線
治
療
の
開
始
に
向
け
て
、
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
新
年
度
は
、
が
ん
放
射
線
治
療
を
行
う

施
設
の
建
設
に
取
り
か
か
る
と
と
も
に
、
放
射

線
治
療
機
器
を
導
入
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

高
度
で
精
度
の
高
い
、
が
ん
治
療
を
め
ざ
し
、

医
療
機
能
の
更
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。な
お
、

今
後
は
、
市
立
病
院
西
館
の
整
備
等
に
、
検
討

を
進
め
ま
す
。

　

最
初
に
、
本
市
の
都
市
再
生
整
備
事
業
に
つ
い
て
で
す
。

高
田
サ
テ
ィ
撤
退
後
、
空
地
で
し
た
が
、
本
市
に
お
い
て
も
、
市
民
交
流
機
能
、

子
育
て
支
援
機
能
、
高
齢
者
交
流
機
能
、
防
災
機
能
な
ど
を
備
え
た
、
仮
称
、
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
、
こ
の
施
設
か
ら
、
市
民
の
交
流
と
連
携
、
活
力
が

生
み
出
さ
れ
、
元
気
と
に
ぎ
わ
い
に
満
ち
た
市
民
社
会
の
構
築
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
年
度
に
お
い
て
は
、
大
中
公
園
の
高
田
千
本
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を

増
設
す
る
と
と
も
に
、
春
の
桜
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
、「
當
麻
寺
・
高
田
千
本
桜

と
馬
見
丘
陵
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
」
が
葛
城
地
域
観
光
協
議
会

に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
。
秋
に
は
、「
や
ま
と
た
か
だ
元
気
ウ
ィ
ー
ク
」
の
開
催

に
あ
わ
せ
て
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
、
本
市
の

情
報
発
信
を
行
い
、
大
和
高
田
市
の
活
力
を
高
め
ま
す
。

　

中
小
企
業
の
振
興
と
し
て
、
設
備
資
金
、
運
転
資
金
へ
の
融
資
制
度
を
更
に
充

実
し
ま
す
。
ま
た
、
更
な
る
産
業
の
振
興
や
雇
用
促
進
を
め
ざ
し
、
新
た
に
、
工

業
へ
の
支
援
制
度
に
つ
い
て
、
検
討
し
ま
す
。

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
市
内
で
生
産
さ
れ
る
、
特
選
野
菜
を
学
校
給
食
に
取

り
入
れ
る
な
ど
、
農
業
経
営
の
安
定
化
に
努
め
ま
す
。

　

次
に
、
都
市
基
盤
の
整
備
、
充
実
に
つ
い
て
で
す
。

　

新
年
度
、
橋
り
ょ
う
に
つ
い
て
は
、
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
補
修
工
事
を

進
め
ま
す
。
更
に
、
年
次
計
画
に
よ
り
、
順
次
、
橋
り
ょ
う
の
補
修
工
事
を
行
い
、

安
全
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
浸
水
被
害
へ
の
対
策
と
し
て
、
新
年
度
は
、
雨
水
等
の
一
時
貯
留
施
設

の
整
備
を
行
い
、
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
被
害
の
軽
減
に
努
め
ま
す
。
街
路
事
業

に
つ
い
て
は
、
本
郷
大
中
線
の
開
通
を
め
ざ
し
、
大
和
高
田
当
麻
線
に
お
い
て
は
、

市
場
地
内
の
交
差
点
設
計
や
、
事
業
認
可
の
申
請
を
行
い
ま
す
。

　

次
に
、
水
道
事
業
に
つ
い
て
で
す
。
大
東
配
水
場
の
耐
震
補
強
計
画
を
作
成
す

る
と
と
も
に
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
大
東
配
水
場
ポ
ン
プ
設
備
の
更
新
工
事
を

実
施
し
ま
す
。
な
お
、
計
画
作
成
後
は
、
平
成
27
年
度
以
降
に
実
施
設
計
を
行
い
、

順
次
、
耐
震
補
強
工
事
に
取
り
組
み
ま
す
。

元
気
と
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り

▲市立病院
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平成 26 年度施政方針

安
心
・
安
全
の
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

　

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
や
、
公
共
用
水
域

の
水
質
保
全
を
図
る
た
め
、
事
業
を
推
進
し
、
下
水
道
の
普
及
に
努
め
ま
す
。
新

年
度
は
、
栄
町
・
東
中
２
丁
目
地
内
な
ど
、
25
か
所
の
工
事
を
予
定
し
、
平
成
26

年
度
末
で
の
人
口
普
及
率
は
、
58
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　

環
境
に
や
さ
し
い
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
ゴ
ミ
の
更
な
る
減
量
化
や
、
循
環

型
社
会
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
安
定
し

た
ゴ
ミ
処
理
が
継
続
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。
更
に
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

支
援
と
し
て
、
引
き
続
き
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
補
助
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
全
面
改
修
や
、
庁
舎
・
公
園
・
小

学
校
の
ト
イ
レ
改
修
、
並
び
に
、
文
化
会
館
の
設
備
補
修
工
事
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。

　

次
に
、
防
災
、
災
害
対
策
な
ど
に
つ
い
て
で
す
。

　

災
害
時
の
対
策
と
し
て
、
新
年
度
は
、
同
報
無
線
シ
ス
テ
ム
を
小
学
校
の
非
常

用
放
送
設
備
に
接
続
し
、
緊
急
地
震
速
報
な
ど
を
地
域
に
伝
え
る
と
同
時
に
学
校

内
に
も
配
信
し
、
生
徒
の
安
全
確
保
に
つ
な
げ
て
ま
す
。
ま
た
、
新
年
度
、
携
帯

型
無
線
機
８
台
を
電
力
、
ガ
ス
、
市
立
病
院
、
水
道
局
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
事

業
所
に
配
置
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
、
デ
ジ
タ
ル
簡
易
無
線
機
35
台
を
市
内
の

避
難
所
な
ど
に
整
備
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
機
器
の
増
強
に
よ
り
、
災
害
時
の
更
な

る
体
制
強
化
を
図
り
ま
す
。
更
に
、
地
域
防
災
力
の
強
化
に
お
い
て
も
、
新
年
度

は
、
消
防
第
３
分
団
の
詰
所
改
築
工
事
、
並
び
に
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更
新

を
実
施
し
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
26
年
度
の
主
な
施
策
で

す
。

　

大
和
高
田
市
の
発
展
の
た
め
、
人
口

の
増
加
を
図
る
こ
と
が
課
題
と
捉
え
て

お
り
、
観
光
施
策
な
ど
を
通
し
て
高
田

の
魅
力
を
市
内
外
に
広
く
発
信
し
ま
す
。

更
に
市
立
病
院
や
、
市
立
商
業
高
校
な

ど
を
有
し
、
行
政
機
能
や
、
鉄
道
、
道

路
網
な
ど
の
社
会
資
本
が
充
実
し
て
い

る
な
ど
の
特
性
も
活
か
し
、
歴
史
と
文

化
が
息
づ
く
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。
そ
し
て
、
高
田
の
良
さ
の

再
確
認
や
、
興
味
、
関
心
を
も
っ
て
い

た
だ
き
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
高
田
に
住

み
、
暮
ら
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
め
ざ

し
ま
す
。

　
「
元
気
な
高
田
」・「
誇
れ
る
高
田
」
の

実
現
に
向
け
、
よ
り
一
層
の
努
力
を
重

ね
る
所
存
で
あ
り
、
皆
さ
ん
と
力
を
あ

わ
せ
て
、
大
和
高
田
市
の
未
来
を
築
い

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
願
い
申
し
あ
げ
、
新
年
度
の
施
政
方

針
と
し
ま
す
。

　

今
日
は
、
入
学
式
の
日
で
し
ょ

う
か
。

　

親
子
が
仲
良
く
、
桜
並
木
を
通
っ

て
学
校
へ
向
か
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
は
市
内
の
ど
こ
で

し
ょ
う
。

答
え
は
、
う
し
ろ
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
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総　　額
５３４億8,492万円

扶助費

人件費

公債費
補助費等

物件費

繰出金

普通建設事業費
維持補修費 その他

歳出
235億7,270万9千円

歳入
235億7,270万9千円

市債
県支出金譲与税

交付金

国庫支出金

地方交付税

市税

繰入金
使用料及び手数料
分担金及び負担金

諸収入
その他

自主財源
32.8％

依存財源
67.2％

　

平
成
26
年
度
予
算
は
、一
般
会
計
、７
つ
の
特
別
会
計
、２
つ
の
企
業
会
計
を
合
わ
せ

て
、総
額
５
３
４
億
８
、４
９
２
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

昨
年
度
の
当
初
予
算
額
と
比
較
す
る
と
、55
億
３
、９
３
１
万
円
の
増
額
、11・６
％
の

増
と
な
って
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
に
お
い
て
も
、昨
年
度
に
比
べ
て
、借
換
債
を
除
く
実
質
額
で
は
、6.1
％
、

13
億
２
、８
７
０
万
円
の
増
額
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、観
光
事
業
や
災
害
対
策
事
業
な
ど
の
継
続
事
業
の
充
実
に
加
え
て
、

「
仮
称
、市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業（
７
億
円
）」「
雨
水
貯
留
施
設
整
備
事
業

（
５
、１
５
０
万
円
）」「
公
共
施
設
ト
イ
レ
改
修
事
業（
２
、４
０
０
万
円
）」な
ど
新
た

な
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、適
正
な
財
政
規
律
の
維
持
に
努
め
る
と
と
も
に
、市
民
生
活
の

充
実
、向
上
に
つ
な
が
る
事
業・施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

一般会計　歳入予算
　

市
の
行
政
活
動
を
支
え
る
根
幹
と
な
る
市
税
収
入
は
、平
成
26

年
度
は
前
年
度
と
比
べ
て
、８
、１
０
０
万
円
の
減
収
が
見
込
ま
れ
ま

す
。こ
れ
は
、個
人
の
課
税
所
得
の
減
少
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
一
方
、国
の
地
方
財
政
対
策
で
あ
る
地
方
交
付
税
が
前
年
度
と
比
べ

て
３
、２
０
０
万
円
増
加
と
な
り
、地
方
消
費
税
交
付
金
が
、消
費
税

率
が
５
％
か
ら
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、前
年
度
よ
り

１
億
６
、０
０
０
万
円
の
増
収
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

そ
の
他
の
項
目
で
は
、国
庫
支
出
金
に
お
い
て
は
、臨
時
福
祉
給
付

金
給
付
事
業
や
仮
称
、市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
な
ど
で
、前
年

度
に
比
べ
て
６
億
９
、７
０
０
万
円
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、市
債
に
お
い
て
も
、借
換
債
の
発
行
に
加
え
て
、仮
称
、市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
や
本
郷
大
中
線
街
路
事
業
な
ど
の
建
設
事

業
の
増
加
に
よ
り
、前
年
度
に
比
べ
て
11
億
２
、９
０
０
万
円
増
加
し
て

い
ま
す
。

●一般会計 ･ 特別会計 ･ 企業会計  合計表 予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
26
年
度

歳入 予算額 構成比
（％）

前年度比
（％）

市税 64億7,900万0千円 27.5 △1.2
譲与税･交付金 9億0,100万0千円 3.8 22.3
地方交付税 67億4,270万9千円 28.6 0.5
分担金及び負担金 2億8,515万5千円 1.2 3.0
使用料及び手数料 6億7,936万4千円 2.9 2.0
国庫支出金 45億6,240万5千円 19.4 18.0
県支出金 12億8,373万4千円 5.4 △7.2
財産収入 2,509万9千円 0.1 0.1
寄附金 1千円 ― ―
繰入金 1千円 ― ―
諸収入 2億6,304万1千円 1.1 17.5
市債 23億5,120万0千円 10.0 48.0

臨時財政対策債 10億3,000万0千円 4.4 △2.8
借換債 5億4,400万0千円 2.3 ―
事業債 7億7,720万0千円 3.3 380.0

計 235億7,270万9千円 100.0 8.6

一般会計 235億7,270万9千円

特別会計

国民健康保険事業 87億6,180万0千円

国民健康保険天満診療所 1億2,820万0千円

住宅新築資金等貸付金 2,850万0千円

下水道事業 23億7,550万0千円

駐車場事業 4,320万0千円

介護保険事業 50億4,800万0千円

後期高齢者医療保険事業 6億6,450万0千円

７特別会計小計 170億4,970万0千円

企業会計

水道事業 26億4,274万5千円

病院事業 102億1,976万6千円

2企業会計小計 128億6,251万1千円

○総額	 534億8,492万0千円
　前年度対比	 55億3,931万8千円（11.6％増）

{内訳
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平成26年度 予算の概要

〔
財
政
課　

内
線
２
１
８
〕

扶助費

人件費

公債費
補助費等

物件費

繰出金

普通建設事業費
維持補修費 その他

歳出
235億7,270万9千円

歳入
235億7,270万9千円

市債
県支出金譲与税

交付金

国庫支出金

地方交付税

市税

繰入金
使用料及び手数料
分担金及び負担金

諸収入
その他

自主財源
32.8％

依存財源
67.2％

一般会計　歳出予算
　

義
務
的
経
費
で
は
、人
件
費
に
お
い
て
、職
員
の
退
職
手
当
の
減

少
な
ど
か
ら
、１
、７
０
０
万
円
の
減
額
と
な
り
、ま
た
、公
債
費
に

お
い
て
は
、長
期
債
残
高
が
ゆ
る
や
か
な
減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
、

４
、４
０
０
万
円
の
減
額（
借
換
債
を
除
く
）、扶
助
費
で
は
児
童
手
当

の
減
少
が
影
響
し
、３
、２
０
０
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
費
目
の
主
な
も
の
と
し
て
総
務
費
で
は
観
光
事
業
に

１
、３
８
５
万
円
、国
際
交
流
事
業
に
１
９
０
万
円
、民
生
費
で
は
、子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
策
定
経
費
に
２
０
０
万
円
、高
田
西

保
育
所
耐
震
補
強
事
業
に
４
、０
１
６
万
円
、衛
生
費
で
は
、が
ん
検

診
経
費
２
、４
２
８
万
円
、商
工
費
で
は
、高
田
川
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
増
設

工
事
に
５
７
８
万
円
、土
木
費
で
は
、仮
称
、市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業
に
７
億
円
、雨
水
貯
留
施
設
整
備
事
業
に
５
、１
５
０
万
円
、消

防
費
で
は
携
帯
型
無
線
機
整
備
事
業
に
５
０
６
万
円
、教
育
費
で
は
、

高
田
商
業
高
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
事
業
に
６
、１
３
４
万
円
、図
書
館

シ
ス
テ
ム
整
備
に
１
、１
４
５
万
円
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
予
算
に
つ
い
て
も
、さ
ら
な
る
市
政
の
発
展
の
た
め
、ま
た
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
や
市
民
生
活
に
密
着
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

（単位 :千円）

平
成
26
年
度
の
主
な
事
業

歳出 予算額 構成比
（％）

前年度比
（％）

人件費 42億4,704万1千円 18.0 △0.4
扶助費 58億0,770万1千円 24.6 △0.6
公債費 31億8,168万1千円 13.5 18.4
普通建設事業費 16億4,712万3千円 7.0 230.1
災害復旧事業費 4千円 ― ―
物件費 28億4,852万5千円 12.1 △1.1
維持補修費 1億6,528万7千円 0.7 △1.1
補助費等 29億4.781万4千円 12.5 11.7
積立金 217万3千円 ― 14.7
繰出金 27億0,536万0千円 11.5 0.2
予備費 2,000万0千円 0.1 ―

計 235億7,270万9千円 100.0 8.6

自立するまちづくり
市税徴収の強化 4,329
姉妹都市交流事業 860

心豊かな
市民・教育・福祉の
まちづくり

教
育
・
文
化

学校教育活動補助員配置事業 28,654
学校・地域パートナーシップ事業 5,120
教育施設の耐震補強事業 48,900
高田商業高等学校テニスコート改修事業 【新規】 61,344
図書館システム整備事業 【新規】 11,448
文化会館自主事業 13,832

保
健
・
福
祉
・
医
療

子ども・子育て支援事業計画の策定 【新規】 2,000
保育施設の耐震化事業 40,156
第 6期介護保険事業計画の策定 【新規】 3,000
児童医療費助成事業（拡大分） 【新規】 1,500
乳幼児養育支援訪問事業 【新規】 1,200
ＡＥＤ設置（保育所・幼稚園） 【新規】 279
がん放射線治療棟整備事業 【新規】 349,658
医療機器の充実 145,505

元気とにぎわいの
まちづくり

仮称、市民交流センター新設事業 【新規】 700,000
観光事業 13,856
ふるさと大和高田応援寄附金推進事業 【新規】 99
高田川ライトアップ整備事業 【新規】 5,778
雨水貯留施設整備事業 【新規】 51,500
水道庁舎耐震補強計画の策定 【新規】 2,619

安心・安全の
美しいまちづくり

文化会館設備補修工事 37,704
住宅用太陽光発電システム設置費補助 6,000
総合公園テニスコート改修事業 【新規】 24,000
公共施設トイレ改修事業 【新規】 24,000
携帯型無線機整備事業 5,066
消防団車庫兼詰所新築事業 【新規】 53,399
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放
射
線
治
療
、始
め
ま
す

　

現
在
の
わ
が
国
は
、高
齢
化
が

進
み
、が
ん
罹
患
患
者
数
お
よ
び

死
亡
率
も
右
肩
上
が
り
の
状
況

で
す
。

　

国
民
の
二
人
に
一
人
が
、が
ん
に

か
か
り
、三
人
に
一人
が
が
ん
で
亡

く
な
る
と
言
わ
れ
、が
ん
対
策
は

重
要
な
医
療
政
策
の
一つ
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、放

射
線
治
療
は
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
進

歩
と
、放
射
線
治
療
ス
タ
ッ
フ
の

技
術
の
高
度
化
に
伴
っ
て
、低
侵

襲
か
つ
、高
精
度
な
が
ん
の
治
療

方
法
と
な
り
、患
者
の
身
体
へ
の

負
担
が
、非
常
に
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、高
齢
の
患
者
や
、合

併
症
が
あ
っ
て
手
術
が
受
け
ら
れ

な
い
患
者
へ
も
施
行
が
可
能
と
な

り
、近
年
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て

い
ま
す(

図
１)

。 

　

当
院
で
は
、今
ま
で
放
射
線
治

療
装
置
お
よ
び
、治
療
を
行
う
た

め
の
ス
タ
ッ
フ
の
運
用
体
制
が
無

か
っ
た
た
め
、放
射
線
治
療
が
必

要
な
患
者
は
、他
院
へ
紹
介
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
、患
者
は
大
変
不
便

な
想
い
を
し
て
い
た
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
た
び
、当
院
で
も
放
射
線

治
療
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。現
在
、そ
の
た
め
の
準
備
を

着
々
と
進
め
て
お
り
、２
０
１
５
年

（
平
成
27
年
）後
半
か
ら
の
診
療

開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

治
療
内
容
と
し
て
は
、根
治
目

的
の
照
射
は
も
ち
ろ
ん
、手
術
後

の
予
防
的
照
射
も
で
き
ま
す
の

で
、外
科
手
術
や
化
学
療
法
と
合

わ
せ
て
、集
学
的
な
が
ん
治
療
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　

当
院
が
準
備
を
す
す
め
て
い
る

放
射
線
治
療
の
特
徴
の
一つ
は
、安

全
に
治
療
を
施
行
す
る
た
め
に
、

医
学
物
理
士
が
常
勤
し
て
い
る
こ

と
で
す
。医
学
物
理
士
は
、医
師

と
協
力
し
て
治
療
計
画
を
作
成

し
、装
置
の
精
度
管
理
を
行
う
、

放
射
線
治
療
の
専
門
職
で
す
。近

年
の
原
発
事
故
で
、「
放
射
線
＝

恐
い
も
の
」と
い
う
印
象
を
持
っ

た
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、医

学
物
理
士
が
医
師
や
放
射
線
技

師
と
協
力
し
、日
々
の
点
検・精
度

検
証
で
安
全
を
担
保
し
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
は
、医
療
ス
タ
ッ

フ
の
指
示
に
従
っ
て
、治
療
時
間

(

10
～
20
分)

の
間
は
動
か
な
い
よ

う
に
じ
っ
と
し
て
い
る
だ
け
で
、痛

み
も
熱
感
も
無
く
終
わ
っ
て
し
ま

う
、非
常
に
身
体
へ
の
負
担
が
少

な
い
治
療
方
法
で
す
。

　

放
射
線
腫
瘍
医・放
射
線
技
師・

看
護
師・医
学
物
理
士
が
協
力
し
、

安
全
で
高
精
度
な
治
療
を
提
供

で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
放
射
線
技
術
科　

　

医
学
物
理
士　

伊
東
宏
之
】

図
１
．年
間
新
患
放
射
線
治
療
症

例
数
の
推
移
予
測

（�

厚
生
労
働
省
が
ん
研
究
助
成
金
計
画
研

究
班（
10-

17
、 

14-

６
）よ
り
抜
粋
）

一
年
間
に
放
射
線
治
療
を
施
行
し
た
患
者
数（
人
）

☆
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
負
担
が
変
わ
り
ま
し
た
☆

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
、
消
費
税
８
%
へ
の
増
税
に
伴
っ

て
、
平
成
26
年
４
月
以
降
に
利
用
す
る
介
護
保
険
の
利
用
者
負

担
も
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
引
き
上
げ
分
（
３
％
）
が
そ
の
ま
ま
上
乗
せ
さ
れ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
上
乗
せ
率
は

異
な
り
ま
す
が
、
全
体
で
平
均
０
・
63
%
の
上
乗
せ
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
収
益
減
を
補
う
た
め

の
引
き
上
げ
で
す
。

　

例
え
ば
、要
支
援
２
の
人
が
週
２
回
（
月
に
８
回
）
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
に
買
い
物
や
調
理
の
支
援
に
来
て
も
ら
っ
た
場
合
、
１
か

月
で
１
２
０
円
（
実
際
の
利
用
者
の
負
担
は
月
額
12
円
）
増
え

ま
す
。

　

ま
た
要
介
護
状
態
に
あ
る
人
が
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
入
浴
の

介
助
や
身
体
を
拭
く
な
ど
30
分
以
上
１
時
間
未
満
の
身
体
介

護
を
し
て
も
ら
っ
た
時
は
、
一
回
あ
た
り
20
円
（
実
際
の
利
用
者

の
負
担
は
１
時
間
で
２
円
）
増
え
ま
す
。

☆
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
上
限
額
も

変
更
さ
れ
ま
し
た
☆

　

お
も
な
在
宅
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
１
か
月
に
介
護
保
険
で
利
用

で
き
る
上
限
額
（
支
給
限
度
額
）
が
決
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ

を
超
え
て
利
用
し
た
分
は
利
用
者
が
全
額
負
担
し
ま
す
。
報

酬
改
定
に
よ
っ
て
利
用
者
負
担
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
た
め
、
い
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以
前
、学
校
に
勤
務
し
て
い
た

と
き
の
こ
と
で
す
。授
業
参
観
日

に
、み
ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ
の
い
い

と
こ
ろ
を
書
く
と
い
う「
い
い
と

こ
ろ
探
し
」を
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。子
ど
も
た
ち
は
、グ
ル
ー
プ

別
に
、グ
ル
ー
プ
の
中
の
そ
れ
ぞ

れ
の
い
い
と
こ
ろ
を
書
く
よ
う
に

し
ま
し
た
。　

　

Ａ
く
ん
の
こ
と
を
書
い
た
手
紙

に
は「
Ａ
く
ん
は
、け
ん
か
に
な
っ

て
、自
分
が
悪
い
と
思
う
と
、謝
っ

て
く
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。」と
、書
か
れ
て
い
ま
し

た
。Ａ
く
ん
は
そ
の
手
紙
を
読
み

上
げ
る
と
、と
て
も
う
れ
し
そ
う

な
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。Ａ
く
ん

は
、悪
い
と
分
か
っ
て
い
て
も
、な

か
な
か
謝
る
こ
と
が
で
き
な
く

て
、自
分
が
い
ら
い
ら
し
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。で
も
、少
し
ず
つ

変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
、み
ん

な
は
気
付
き
始
め
て
い
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、「
Ｂ
く
ん
は
掃
除
が

上
手
」と
か「
Ｃ
く
ん
は
運
動
が

上
手
」と
か「
Ｄ
く
ん
は
好
き
嫌
い

し
な
い
で
食
べ
る
」な
ど
、そ
れ
ぞ

れ
の
い
い
と
こ
ろ
を
見
て
書
い
て

い
ま
し
た
。ク
ラ
ス
の
友
だ
ち
の

頑
張
り
を
、み
ん
な
し
っ
か
り
と
見

て
い
る
の
だ
な
と
、感
心
し
ま
し

た
。そ
れ
か
ら
も
、「
い
い
と
こ
ろ

探
し
」を
し
て
、お
互
い
が
認
め
合

え
る
関
係
づ
く
り
を
大
切
に
し
て

い
き
ま
し
た
。そ
し
て
、私
も
子
ど

も
た
ち
の
い
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け

て
、授
業
に
生
か
そ
う
と
考
え
ま

し
た
。

　

人
が
自
分
の
こ
と
を
ど
う
思
っ

て
い
る
か
は
誰
だ
っ
て
気
に
な
る

し
、自
分
の
頑
張
り
を
認
め
て
も

ら
え
る
と
、「
頑
張
っ
て
よ
か
っ
た
。

も
っ
と
頑
張
ろ
う
」と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。

　

実
業
家
と
し
て
知
ら
れ
る
松
下

幸
之
助
さ
ん
は
、「
部
下
の
長
所
を

見
て
、短
所
を
見
な
い
よ
う
心
掛

け
て
い
た
」と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
。欠
点
を
気
に
し
て
い
る
と
良

さ
を
見
逃
し
て
し
ま
い
、そ
の
人

の
持
っ
て
い
る
能
力
を
生
か
す
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。こ
の

こ
と
は
、全
て
の
人
間
関
係
に
言

え
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
い
い
と
こ
ろ
探
し
」で
自
分
の
い

い
と
こ
ろ
を
書
い
て
も
ら
い
、う

れ
し
か
っ
た
Ａ
く
ん
は
、最
後
に
こ

う
書
い
て
い
ま
す
。

「
僕
も
み
ん
な
の
い
い
と
こ
ろ
を

見
つ
け
て
、自
分
や
友
達
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。」

　

そ
ん
な
人
が
た
く
さ
ん
増
え
る

と
、と
て
も
素
晴
ら
し
い
人
間
関

係
や
世
の
中
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

〔
人
権
施
策
課
〕

ま
ま
で
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
も
、
上
限
を
超
え
て
し

ま
う
人
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者
の
負
担
が
増
え
な
い

よ
う
に
、
支
給
限
度
額
も
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
（
表
参
照
）

　

た
だ
し
福
祉
用
具
の
購
入
費
、
住
宅
改
修
の
費
用
の
支
給
限

度
額
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
ニ
ー
ズ
調
査
票
」の 

返
送
の
お
願
い

　

先
日
65
歳
以
上
の
皆
さ
ん
に
送
付
し
た
「
い
つ
ま
で
も
お
元

気
で
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
ニ
ー
ズ
調
査
票
」
の
締
め

切
り
は
、 

4
月
5
日
㈯
で
す
。

　

ま
だ
手
元
に
持
っ
て
い
る
人
は
、
調
査
票
に
早
め
に
回
答
し

て
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返
送
を
お
願
い
し
ま
す
。
返
送
さ

れ
た
人
に
は
「
生
活
ア
ド
バ
イ
ス
票
」
を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
都
合
で
返
送
の
遅
れ
る
場
合
や
、
調
査
票
を
紛
失
し

た
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
・

７
２
８・９
７
６
（
平
日　

午
前
９
時
～
午
後
６
時　

通
話
料

無
料
）
へ
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
地
域
包
括
支
援
課　

内
線
5
5
8
〕

い
い
と
こ
ろ
探
し 133

これまでの支給限度額（１か月）
要介護状態区分 支給限度額

要支援１ 4 万 9.700 円
要支援２ 10 万 4.000 円
要介護１ 16 万 5.800 円
要介護２ 19 万 4.800 円
要介護３ 26 万 7.500 円
要介護４ 30 万 6.000 円
要介護５ 35 万 8.300 円

➡　 
平成 26 年４月からの支給限度額（１か月）
要介護状態区分 支給限度額

要支援１ 5 万 0.030 円
要支援２ 10 万 4.730 円
要介護１ 16 万 6.920 円
要介護２ 19 万 6.160 円
要介護３ 26 万 9.310 円
要介護４ 30 万 8.060 円
要介護５ 36 万 0.650 円
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新
聞
の
訪
問
販
売
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
は
な
か
な
か
減
り
ま
せ
ん
。

契
約
者
の
年
齢
は
年
々
高
く
な
っ

て
お
り
、中
で
も
、高
齢
者
の
契
約

に
つ
い
て
は
、先
付
け
契
約（
数
年

先
か
ら
の
契
約
）や
長
期
間
の
契

約
に
つ
い
て
の
苦
情
が
増
え
て
い
ま

す
。当
セ
ン
タ
ー
に
も

①
高
齢
の
契
約
者
が
購
読
期
間
中

に
入
院
や
施
設
入
所
な
ど
の
理
由

で
解
約
を
申
し
出
た
ら
、中
途
解

約
を
認
め
ず
、高
額
な
解
約
料
や

景
品
代
を
請
求
さ
れ
た
。

②
販
売
員
に
よ
る
強
引
な
勧
誘
や

“
い
つ
で
も
解
約
で
き
る
”な
ど
う

そ
の
説
明
を
聞
い
て
契
約
し
た
。

と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

昨
年
、日
本
新
聞
協
会
、新
聞

公
正
取
引
協
議
会
は
、読
者
の
新

聞
に
対
す
る
信
頼
を
維
持
・
向
上

さ
せ
る
た
め
、読
者
か
ら
解
約
の
申

し
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、読
者
の
利

益
を
一
方
的
に
害
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
と
、一
定
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

作
り
ま
し
た
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　

次
に
該
当
す
る
場
合
は
、直
ち
に

解
約
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、新
聞
公
正
競
争
規
約
の
上

限
を
超
え
る
景
品
類
の
提
供
が
行

わ
れ
た
場
合
、解
約
に
あ
た
っ
て
景

品
類
の
請
求
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
不
適
切
な
契
約
が
行
わ
れ
た
場
合
）

◦�

威
迫（
脅
し
）や
不
実
告
知（
事

実
で
な
い
こ
と
を
告
げ
る
）な

ど
、不
適
切
な
勧
誘
を
行
っ
た

と
き

◦�

新
聞
公
正
競
争
規
約
の
上
限

を
超
え
る
景
品
類
の
提
供
な

ど
、規
約
に
沿
わ
な
い
販
売
方

法
を
行
っ
た
と
き

◦�

相
手
方
の
判
断
力
が
不
足
し

て
い
る
状
態
で
契
約
し
た
と
き

（
認
知
症
の
人
な
ど
）

◦�

相
手
方
が
本
人
や
配
偶
者
以
外

の
名
前
で
契
約
し
た
と
き

（
そ
の
他
考
慮
す
べ
き
事
情
が
あ

る
場
合
）

◦�

購
読
者
の
死
亡
、購
読
が
困
難

に
な
る
病
気
・
入
院
・
転
居
な

ど
、解
約
が
合
理
的
だ
と
考
え

ら
れ
る
と
き

◦�

未
成
年
者
と
の
契
約
で
あ
っ
た

と
き

▲JR線付近より南

▲JR踏切付近より南の３河川合流

▲宮前橋付近より南方

▲大中橋付近より北

● 市消費生活センター ▽相談日時　月・火・木・金曜日 午前10時〜午後4時   ▽ところ　市役所3階   ▽予約先　内線 314
● 県消費生活センター中南和相談所  ▽相談日時　月〜金曜日 午前9時〜午後5時（受付は午後4時まで） 

　 ▽ところ　県高田総合庁舎2階　 ▽予約先　☎ 22-0931　　　　　　　　　　  ※ともに、祝日、昼休みを除く。要予約。

相
談
事
例

新聞購読契約
に関する
ガイドライン

　
今
回
は
、市
内
在
住
の
人
か
ら

大
和
高
田
市
へ
提
供
さ
れ
た
、高

田
川
付
け
替
え
工
事
の
写
真
を

紹
介
し
ま
す
。重
機
も
な
い
時
代

に
、川
を
付
け
替
え
る
大
変
な
工

事
で
あ
っ
た
こ
と
が
、よ
く
わ
か

り
ま
す
。〔
広
報
情
報
課
〕

大
和
高
田
語
り
べ
：
　
上
嶋　

丈
夫
さ
ん

　
上
嶋
丈
夫
さ
ん
は
、市
内
に
住
ん
で
90
年
。
自
身
が
見
て

き
た
高
田
の
歴
史
を
、文
章
に
書
き
と
ど
め
て
い
ま
す
。
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補聴器に関する相談が、10年前と比べて2倍に増えてい
る。

博士も気になるところですよね。

一人で買いに行った人が高額なものを契約させられたり、
せっかく買ってもうまく調整できなかったりとかね。
ひどい店だと、返品に応じず、より高額なものを勧められた
りする事例が報告されている。

耳の聞こえが十分ではない人には、深刻な問題ですね。

補聴器を購入する前に、専門家に相談したり、十分な下調
べをした店で購入するようにしないとね。

そろそろ博士も補聴器が必要になってくるんじゃ・・
（ぼそぼそ）

十分に聞こえてるよ！

補聴器のトラブル
教えて！
最新情報

　

ま
た
、右
記
に
該
当
し
な
い
、読

者
の
都
合
に
よ
る
解
約
申
し
出
が

あ
っ
た
場
合
も
丁
寧
に
話
し
合
い
、

双
方
が
納
得
で
き
る
解
決
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

⑴ �

契
約
書
は
契
約
期
間
中
必
ず

保
管
す
る
こ
と

　

契
約
書
面
は
解
約
交
渉
に
は
必

要
で
す
。絶
対
捨
て
な
い
！

⑵ �

長
期
の
契
約
や
数
年
先
か
ら

の
契
約
は
避
け
る
こ
と

　

先
の
見
通
せ
る
範
囲
で
契
約
す

る
こ
と
が
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
な
り
ま

す
。ま
た
、契
約
期
間
が
重
複
し
な

い
よ
う
、契
約
開
始
時
期
と
契
約

期
間
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
。

⑶ �

高
額
な
景
品
は
受
け
取
ら
な

い
、求
め
な
い

　

新
聞
の
景
品
の
上
限
額
は
取
引

価
格
の
８
％
、ま
た
は
６
か
月
分
の

購
読
料
金
８
％
の
い
ず
れ
か
低
い

金
額（
通
常
２
０
０
０
円
程
度
）で

す
。ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
も
、こ

れ
を
超
え
る
景
品
は
受
け
取
ら
な

い
こ
と
。

　

新
聞
購
読
契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
で

困
っ
た
と
き
は
、消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ど
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
も
、リ
ズ
ミ
カ
ル

な
言
葉
と
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
絵
。自
由
な
色
と
線

を
、自
分

の
ル
ー
ル

で
自
由
に

楽
し
む
絵

本
で
す
。

谷
川
俊
太
郎 

作
・
元
永
定
正 

絵

・
中
辻
悦
子 

構
成
／
福
音
館
書
店

『
あ
み
だ
だ
だ
』

4 月のおはなし会

☆
ほ
か
に
も
、
新
着
図
書
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

児童書 一般書
『
オ
リ
ー
ブ
ひ
み
つ
が
も
ぞ
も
ぞ
』

ト
ー
ル
・
フ
リ
ー
マ
ン 

作
／
な
か
が
わ
ち
ひ
ろ 

訳
／
小
学
館

『
町
工
場
の
も
の
づ
く
り
』

小
関
智
弘 

作
／
少
年
写
真
新
聞
社

『
5
年
２
組
横
山
雷
太
、
児
童
会
長
に
立
候
補
し
ま
す
！
』

い
と
う
み
く 

作
／
そ
う
え
ん
社

『
と
き
め
き
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
』

樋
口
裕
一 

著
／
幻
冬
舎

『
て
ら
さ
ふ
』

朝
倉
か
す
み 

著
／
文
藝
春
秋

『
教
授
と
少
女
と
錬
金
術
師
』

金
城
孝
祐 

著
／
集
英
社

◎おはなし会
かい

▷とき　4月12日㈯ ごぜん10じ30ぷん～
▷ところ　としょかん　2かい
  ● おはなし	 『ももたろう』

  ● 絵
え

本
ほん

	 『3びきのくま』

◎えほんとわらべうたの時
じ

間
かん

 ≪きらら≫
▷とき　4月26日㈯ ごぜん10じ30ぷん～
▷ところ　としょかん　2かい
  ● 人

にんぎょう

形	 『くまさんのおでかけ』

  ● 絵
え

本
ほん

	 『おひさまはよるどこへいくの？』

※ほかにもたのしいおはなしや、てあそび
　があります。

４月の新着図書

◎
花
開
い
て
…
。

　

暖
か
い
風
に
乗
っ
て
、
様
々
な
花

が
咲
き
ま
す
。
色
と
り
ど
り
で
パァッ

と
明
る
く
感
じ
ら
れ
ま
す
ね
。
そ
こ

で
、
今
回
は
「
花
」
に
関
す
る
本

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
花
の
立
体
切
り
紙
』

（
大
原
ま
ゆ
み 

著
／
誠
文
堂
新
光
社
）

　

四
季
折
々
の
花
か
ら
、
カ
ー
ド
な

ど
そ
の
ま
ま
使
え
る
も
の
ま
で
、
60

種
類
す
べ
て
型
紙
付
き
で
ご
紹
介
。

少
し
の
重
ね
具
合
で
雰
囲
気
が
変
化

し
て
…
。
色
々
な
花
が
咲
い
て
い
る

本
で
す
。

『
あ
し
た
花
に
な
る
』

（
い
も
と
よ
う
こ 

作・絵
／
岩
崎
書
店
）

　

美
し
い
蘭
の
花
に
恋
を
し
た
カ
マ

キ
リ
。
そ
ん
な
カ
マ
キ
リ
が
時
を
越

え
て
願
い
、
祈
り
続
け
ま
す
。
作
者

が
実
際
の
虫
を
知
っ
て
、
そ
の
思
い

か
ら
う
ま
れ
た
絵
本
で
す
。

『
通
学
路
の
草
花
え
ほ
ん
』

（
大
島
加
奈
子 
作・絵

／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

　

小
学
校
２
年
生
の
ま
や
ち
ゃ
ん

が
、
通
学
路
で
見
つ
け
た
草
花
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
よ
く
見
か
け
る
も

の
で
も
初
め
て
名
前
を
知
る
草
花

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
四
季

の
移
ろ
い
も
感
じ
ら
れ
る
本
で
す
。

〔大和高田市立図書館
☎52-3424　 52-9415〕

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
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